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城陽の緑と文化財を守る会 

   針供養 ４月２９日に水主神社・衣縫神社で 

 水主神社は天照御魂神（あまてらすみたまのかみ）はじめ十座を祀る旧水主村の産土神として

知られています。この社に合祀されているのが衣縫神社。ご祭神の大縫命と小縫命は水主神社の

御祭神の柱の一つである天香語山神（あめのかごやまのかみ）の子孫と言われ糸縫針の職に就い

て衣縫の氏をあたえられたとされています。このことから「衣縫の祖神」「衣縫大神」として古く

から尊崇されていました。毎年４月２９日には衣縫例大祭が行われ、日本和装士会の方々はじめ

裁縫関係者が参集され「古針や折れ針を供養し裁縫の上達」を祈願されています。 

今年も２９日の午前１０時半ごろから京都や東京

など各地から集まってこられた和装士会の方々や水

主自治会、水主神社氏子総代の方々など約３０名が参

列されていました。本殿前の左右に１．５ｍはありそ

うな2本の針が立てかけられています、昨年コスプレ

のエナコさんが奉納された大縫・小縫の巨針です。今

年も銀色の光を放っていました。 

１１時４５分頃には針の碑（針塚 昭和 53年 4月

に村田進氏より奉納）の前に「古針や折れ針」を突き

刺したコンニャクを水田清史宮司が捧げ持ち、祝詞を    水主神社の衣縫例大祭 

となえ和装士会会長が榊を捧げました。最後に宮司が針塚に針を納めて参加された皆さんが裁縫

の上達を祈願していました。 

 １２時に終了し、これまでであれば社務

所で休憩となるのですが、今年は水主集会

所で懇談されておられました。 

水主神社は昨年から社務所の修理と本殿

周りの樹木を強風で倒れるかも知れないと

のことで少し伐採されています。また、そ

のために重機を入れる必要もあり、瑞垣の

周りに砂利道や駐車スペースが造られてい

ます。            
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